
起因物、事故の型：起因物なし - 転倒の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1
16～

17

トイレに行き、自身の居室に戻る際、トイレ出入口付近を杖をついて歩

行中に足がもつれ転倒し、壁及び壁際に置いてあった消火器に額の上部

及び頭部を打撲し裂傷を負った。

58 120109

100

～

299

1
14～

15

お客様のご自宅に訪問し、帰りの際に立ち上がって、足が痺れていたた

め歩き出したら転倒し、足を骨折してしまった。
33 90103

30～

49

1
17～

18

患者のベッドからの移動をするための行為中、バランスを崩し、床に手

からついた時に右手親指を痛めた。
30 130102

50～

99

1
16～

17

放課後児童クラブの裏庭で、最初は縄の回し手をしていたが、子ども達

に「先生も跳んで」と言われたので、回し手を交替し、跳んだ時に転倒

してしまった。

55 130201 ―

1
21～

22

改札口で、社員に対する暴力行為防止対策に伴う駅巡回警備で改札口で

立哨していた時に、立ちくらみをして右手を壁に突いた時に右手小指第1

関節が曲がったまま戻らなくなった。 その後、白手袋が汚れたため取り

替えをして、トイレ巡回をした時から右手を動かすと強い痛みがあっ

た。 駅校内の寒さもあり、右手に力が全く入らなくなった。

31 170201
50～

99

1
14～

15

管理マンション3階で、大規模修繕工事5年目点検を行っている時、点検

のため、ルーフの柵を脚立などの補助用具なしに乗り越えようとして、

手袋をした手がすべって柵から外れ、前頭部から床面に転落した。

67 150101 ―

1
11～

12

当日の就業場所にて立哨警備中、眩暈がした為その場でしゃがみ込んだ

際、そのまま後ろ方向によろけて後方のフラッパーゲートに後頭部を打

ち付け負傷した。

65 170201

500

～

999



1
9～

10

ハンドフォークを使用して空パレットを、E・Vに積み込んだ後、残りの

パレットを取りに行こうとした。 ハンドフォークを後ろ手に持って歩行

中に、自分自身の足がもつれ、その拍子に転倒し、左膝部を地面に強打

した。 周りに障害物もなく、通路幅も確保されていた為、本人の注意不

足が原因と思われる。

51 80401
10～

29

1
13～

14

住居余暇売場のレジで待機中、眩暈がして気を失い転倒し、床で首を

打った。
28 80201

100

～

299

1
17～

18

停電復旧後に2号線に停車している列車の出庫点検に立ち会いするため

ホームを走行中、足がもつれて転倒し、咄嗟に体を支えようとホームに

左手をついたとき、左手を捻った。

44 40101

100

～

299

1 8～9
当施設内台所において、食器を洗おうとシンクの前へ行く時、右足の甲

へ左足がからまり転倒し、痛みが強くて動けなくなった。
62 130201

10～

29

1
12～

13

レジ側から小厨房に入る際に左足をひねり転倒し、左足に痛みが生じ

た。 靱帯損傷で3～4週間ギプスの装着となった。
48 140201

30～

49

1
10～

11

下駄箱前で靴を履きかえた後、立ち上がる際にバランスを崩して左側に

転倒し、左大腿部のあたりを強打した。 その後、疼痛があり、左大腿骨

頚部骨折と診断された。

61 130101

300

～

499

1
16～

17

利用者の介護をするため居室へ移動している途中の介護職員室前にて、

介護士と並んで歩いていて二人とも同じ方向へ曲がろうとした際、左隣

の介護士の右足に引っかかってしまい前に転倒した。

63 130201
50～

99

2 14~15

お客様宅を退出する際の事故である。 1時間程正座をし立ち上がって一

歩踏み出したところ、バランスを崩し転倒した。 足が痺れて感覚がな

かった。 右第五中足骨骨折、左足首捻挫、両くるぶしの筋の痛み。

31 90103
30～

49

2 3~4
仮眠室（床より約4㎝高くなっている畳）夜勤中の休憩時にコールが鳴

り、靴を履こうとした時、前傾姿勢で右方向へ転倒し、負傷した。
57 130201

10～

29

プラットホーム上で商品の仕分けを行っている時、足がもつれてしまい 100



2 18~19 倒れそうになったので手をつこうとしたら右手首から先についた為右手

首を骨折した。

50 40301 ～

299

2 13~14

店内入り口に近い青果売場で、品出し中に入り口から子供が走って来た

ので、商品が倒れると思い、とっさに押さえようとしたところ、体勢を

崩し、自分が倒れてしまい、右腕を床につき、右肩と右肘を受傷した。

53 80209
50～

99

2 14~15

3階の廊下にて、入所者の生け花教室の準備のために、新聞を両手で抱え

て食堂まで急いでいたところ、ナースコールが鳴り慌ててしまい、足が

もつれ転んでしまった。 その際に手をつけずに倒れたため、体重が左足

にかかり左足を骨折した。

66 130201 ―

2 16~17
事務所においてトイレに行こうと席を立ち2、3歩歩いたところで足がも

つれ転倒し右足甲を骨折した。
55 10808

10～

29

2 4~5

施設内3階共有スペースにて、入居者の歩行付き添い中、歩行中の入居者

がよろめいたので、両肩に手を添え支えたが、咄嗟のことでバランスを

崩し、入居者を抱えたまま後方へ尻餅をつき転倒した。 転倒の際、右手

を床につき2人分の身体を支えた拍子に手首を捻った。

39 130201
10～

29

2 11~12
利用者様をベッドから車椅子に移乗する準備をした時、バランスを崩し

後ろ側に倒れ込み負傷した。
20 130201

30～

49

2 20~21

送迎バスにて出社時に、バス降車後数歩歩いた後、ふらつく様に転倒し

た。 その際、駐車場アスファルトにて顔面を打ち付け負傷した。 被災者

には持病（糖尿病）があり過去にも低血糖状態となり、何度かふらつき

を発症している。

49 170101

300

～

499

2 20~21

派遣会社送迎バスにて出社時、送迎バスにて出社時に、バス降車後数歩

歩いた後、ふらつく様に転倒した。 その際、駐車場アスファルトにて顔

面を打ち付け負傷した。 被災者には持病（糖尿病）があり過去にも低血

糖状態となり、何度かふらつきを発症している。

49 11403

500

～

999

2 15~16

床から50㎝位の高さの作業台の上に立ってプラスチック容器の選別作業

をしていたところ、台の上に散らばった物を拾うために屈んだ折にふ
73 170209 1～9



らっとして台から落下したようである。 落ちた時に顔面と右腕を強打

し、顔面に裂傷を負い、右腕を骨折した。

2 16~17
派遣先の児童クラブにて保育補助業務に従事中、屋内で児童とボール遊

びをしていたところ転倒し左手首を複雑骨折した。
67 170101 ―

2 16~17
児童クラブにて保育補助業務に従事中、屋内で児童とボール遊びをして

いたところ転倒し左手首を複雑骨折した。
67 130201 ―

2 9~10

支店構内で始動不良の集配車両を押しがけするため、車両後部を社員数

名で押し始めた時、急に意識がなくなりその場に倒れ込んだ。 その時、

アスファルト地面で左腕、左腰を打撲したものである。

59 40301
30～

49

2 11~12

利用者宅訪問後、自転車で事務所へ帰所途中、車道の端を走行していた

が、車が来たため歩道に上ろうと縁石に乗り上げる時にタイヤがスリッ

プして転倒した。

59 130201 ―

2 9~10

廊下を移動中、つま先が廊下に引っ掛かり、躓いて転ぶ際に膝を打撲し

た。 当日は定時まで業務をして帰宅した。 帰宅後、膝の痛みと腫れてい

るのに気付き、病院に行き治療を受けた。

62 170209
50～

99

2 16~17

詰所内で、パソコンに向かい作業をしようと座ろうとした椅子に他の職

員が座ってしまい、本人はそのまま後方に転倒し、尾てい骨周囲を打撲

した。

43 130101

500

～

999

2 16~17
お客様宅で1時間半正座をした後、立ち上がったら足がしびれその場に転

倒した。 左足を骨折した。
62 110101

50～

99

2 10~11
カルテ棚の整理中、左足首を捻ってバランスをくずし右膝を床に打ちつ

けた。
61 130102 1～9

2 10~11

店舗内の鮮魚部作業場にて、ゴミ捨てから帰ってきて、自分の作業立ち

位置に向かおうと歩いていたところ、同じ部門の従業員が作業をしてい

て方向転換をするために前を向いたまま右足を一歩後ろに出したとこ

ろ、本人の左足が引っ掛かってしまい、肩から飛ぶように転倒し、右肩

を骨折してしまった。

65 80209
10～

29



3 5~6

構内の清掃中、バケツを取りに行き台車に乗せて戻る途中、パネルを操

作していた別の社員が不意に振り返りぶつかりそうになったため、慌て

て立ち止まった際に後ろに転倒し、手をついて手首を痛めた。

51 10104

100

～

299

3 13~14

センター内洗浄室で番重を洗浄しているとき、バランスを崩して転倒

し、左手を打ってしまった。 当初痛みはあったものの様子を見ていたと

ころ、徐々に腫れが増してきた。

51 10101

100

～

299

3 12~13

食事介助中、利用者の隣の椅子に座り介助をしながら、自身も食事を

取っていた。 椅子から立ち上がって介助し、座ろうとした際、隣に来た

ヘルプの職員が椅子を移動させていたため後ろを確認せずに座ったとこ

ろ、座り損ねて転倒した。 転倒時、テーブルの角に後頭部、床に腰部・

臀部を強打し受傷した。

48 170101

100

～

299

3 10~11
学童クラブの庭で児童とサッカーをしている時、ドリブルで向きを変え

た児童について動いたところ、右足をひねり転倒した。
58 130201

10～

29

3 17~18

保育中、園児のおむつを取るために、2歳児保育室内のロッカー横の廊下

を歩いていたところ、廊下に大人2人、子ども3人がおり、通路が狭く

なっていた。 廊下の台に座っていた子どもが足を動かしており、足に

ひっかかるのをよけようとした時につんのめり、右膝を床にぶつけた。

67 130201
30～

49

3 7~8 社内2階エレベーター出口で、松葉杖で歩行中に転倒した。 38 170209

300

～

499

3 9~10
水平なコンクリートフロアでトイレへと向かうため歩行中、自分の左足

に右足を引っ掛けて、転倒した。
64 50101

100

～

299

3 13~14

本の配達が終わり、店に戻ってきて裏の出入口より入りおトイレに行こ

うとした時、右足のスニーカーの結んであるひもの輪が、左のスニーカ

の出ている金具に引っ掛かり、そのまま知らずに足を前に出したので食

い込んで、右足が前に出なくなり右の膝と右の肩を床に強打して骨折し

た。

61 80209 1～9



3 22~23

ホテル内にあるお客様専用貸切風呂で浴室の清掃を終え、脱衣所へ戻る

とき、立ったままの姿勢で何もつかまらず履いていたバスブーツを脱ご

うとしたが上手く脱げず、バランスを崩して転倒した。 なお、浴室と脱

衣所はバリアフリーで段差はない。

63 140101

300

～

499

3 9~10
空箱の積み上げ作業中、足のバランスを崩して尻もちをついたとき、足

を挫いてしまった。
38 40301

30～

49

3 9~10
ハウスで収穫したみつばを軽トラックに積み込んでいた際、よろけて舗

装路面に尻もちをついた。
54 60101

10～

29

3 19~20

B3病棟食堂で看護夜勤勤務中、精神症状を有する入院患者が水を多飲し

ているところを他の看護師が注意し、コップを預けるようにうながして

いた。 その時その入院患者が興奮し看護師に暴力をふるったため、背後

から制止を試みたところ、患者の動きが大きくて患者と共に転倒し、腰

部を捻った。

36 130101

300

～

499

3 14~15
事業場付近の塵芥処理室（ごみ拾場）でごみを捨てようとしたとき躓い

て転倒し、左手親指の付け根あたりを剥離骨折した。
48 80109

10～

29

3 11~12

勤務地マンションにて日常清掃業務を行っていた際、担当するB棟からC

棟集会室を清掃するため、急いでいたこともあり走って移動していた

が、B棟駐輪場付近で突然足がつり、体の正面から真っ直ぐ地面に転倒し

た。

57 150101 1～9

3 18~19
医院内にて、診察チェア周辺の診療器具を片付け持ち運んでいた際、つ

まずいてバランスを崩し、床に左手をつき親指の付け根を内出血した。
37 130109 1～9

3 16~17
活動中に子供としゃがんで歩いていた際、他の子供が前から急に飛びつ

いてきて後ろに倒れ、その際に首を両手でつかまれ、頭痛が生じた。
25 120109

10～

29

3 16~17
事業場から隣の病院へ届け物を持参する途上、小走りになった際に前の

めりになり、右足を捻って負傷した（平坦な駐車場）。
49 80209 1～9

3 11~12 お客様宅で正座して立ち上がった際に転倒し受傷した。 30 90103
30～

49



3 12~13

店にてオーダー伺いと料理の提供が重なり急いでおり、料理を取りに来

たところで左足を捻り、無理な体勢で倒れた際に左足に体重がかかり、

左第5中足骨を骨折した。

28 140201
10～

29

4
11～

12

お客様の着物トジを見ている時に、しびれのため正座から立ち上がる時

に足がうまくつけず右側に転び、右足の甲からにぶい音が聞こえた。 そ

のあと悪寒がし、甲が腫れてきて、後日に右足甲の剥離骨折と診断され

た。

42 80302 ―

4
19～

20

新聞帯巻き機から出る製品チェックをし、機械操作パネルのある左側へ

移動した時に突然右膝に激痛があり、バランスを崩して転倒した。
40 170209

100

～

299

4
16～

17

小学校の校庭で、キッズクラブ校庭遊びの際に、児童と一緒に走ってい

て足がもつれて転倒し、左膝を捻挫して強い痛みが生じた。
28 170209

10～

29

4
10～

11
営業での外回り中、乗り換えようと構内を移動中に転倒し骨折した。 63 80109 1～9

4 6～7

事務所のフロント内において、椅子に腰かけている姿勢から立ち上がろ

うとした時に立ちくらみし体のバランスを崩し、転倒した際に体を支え

ようとした右足を負傷した。

46 140101
10～

29

4
11～

12

店舗ホールにてテーブルセットの作業中、空のキャリーケースを持って

勢いよく入った時に右足のバランスを崩し、体重がかかるように倒れた

為、右足のくるぶしを骨折した。

41 140201
50～

99

4 0～1

事務所内の利用者Aさんの部屋で検温をするためAさんに近づいたとこ

ろ、体温計をなげつけられ、突然突き飛ばされて尻もちをついた。 Aさ

んは入居者の中でも普段から感情の起伏が激しい人で、この時は特に機

嫌が悪かった。 尻もちをついてから1ヶ月以上痛みを我慢していたが、

我慢しきれなかった。 もともとヘルニアがあったが、尻もちをついて損

傷した部位は、その部位とは別のところである。

38 130201
10～

29

17～
飲料のロングカートを店内からバックに戻す時に女性アルバイト職員と

50～



4
18

二人で戻した時に、次の作業レジの応援に早く行こうとしてあわててい

たので、女性アルバイト職員の足にからまってしまい転倒した。

64 80209
99

4
15～

16

移動支援サービスに従事中、利用者をホームから列車に乗せるとき、利

用者が降りてきた人に当たり、電車とホームのあいだに足を挟まれ転倒

し、利用者を支えていた被災者も一緒に転倒し、頭、背中、腰、足、腕

等を強打した。

74 130201 ―

4 4～5
場内を自転車により定時巡回を開始したときに転倒し、左肩に痛みが生

じた。
79 170201

10～

29

5
11～

12

建屋内3階で設備の整備作業中に気分が悪くなり、一旦作業場近くで腰掛

けて休憩した後、エレベーターを使って1階の詰所に向かおうと立ち上

がった際、下半身に力が入らずバランスを崩して転倒し、左橈骨・左第7

肋骨を骨折した。

56 10801

100

～

299

5
19～

20

電動車いすで自走する利用者の外出支援をしていた際に、暗かったため

利用者の右横を歩きながら、利用者が安全に自走できるよう前方を懐中

電灯で照らすことに必死になっているうちに、右側に転がるように転ん

だ。 右足に違和感があったが、利用者が帰宅できるよう必死に歩いて

200メートル弱進んだところで、右足付け根に激痛が走り、全く歩けなく

なった。

50 170209
30～

49

5
17～

18

当園での2歳児クラスの室内で保育をしている時に、1名の園児が廊下に

飛び出そうとしたため追いかけようとしたところ別の園児が被災者の足

元に来たので避けようとしたが転倒してしまい、片手をついて足が逆立

ちとなる姿勢となって背中をひねり、手首に体重が掛かって負傷した。

52 130201
10～

29

5
14～

15

リフレッシュ研修会で、スポーツ大会でドッジボールに参加中2回転倒し

足を2回捻って負傷した。
22 130101

500

～

999

5
13～

14

座って研修を受けていて、立ち上がった際、よろけて左足を挫いて捻挫

した。
25 170101

1000

～

9999



5
11～

12

5階の接客ブースが汚れていた為、フロアの掃除を行っていた際、右手に

ゴミ箱を持ちゴミ収集をしていたところ、突然バランスを崩して右手か

ら転倒し、左足を捻って左足に激痛が走った。

23 80209

300

～

499

5
15～

16

病院3階手術室の休憩室において、モップで床掃除をしている時に右足が

もつれ、後ろ向きに転倒し、後頭部を戸棚にぶつけた。 立ち上がろうと

したが、痛みで歩行できなかった。

29 130101

100

～

299

5
9～

10

浴室内にて、利用者様を車椅子から入浴チェアへ移動させるため、2名で

抱えて立ち上がらせた際にバランスを崩し、左側に転倒した。 転倒時、

利用者様が体の上に被さる状態で転倒し、転倒した時の体勢が悪く、そ

の上に利用者様が乗ってしまった重みもあり負傷した。

24 130201
10～

29

5 2～3

荷物用エレベーターより製品が載った運搬台車を力強く引き出す時に手

を滑らせた。 手を滑らせた時に体重が後方に重心が掛かった状態で足が

もつれて転倒した。 転倒した際に右手だけで地面を支えた時に右手首を

ひねり地面に手をついた。

69 170209
10～

29

5
19～

20

認知症の症状がある施設入居者が興奮状態となり暴れたため押さえよう

としたとしたところ、投げ飛ばされて負傷した。
25 130201

10～

29

5
14～

15

当院1C病棟デイルーム内にて巡視中、入院患者のトイレの介助をしてい

た准看護師から、トイレットペーパーを取りに行ってほしいと依頼さ

れ、歩行の通行方向を看護師詰所の方に約90度転回しようとしたとこ

ろ、バランスを崩して転倒し、右膝蓋骨部を床で強打した。

61 130101

100

～

299

5
15～

16

休憩終了後、1階農産付近のスウィングドアを出たところ、2～3歳の子供

が視界に入っておらず、気付くのが遅れぶつかりそうになり、子どもを

かばって転倒し、左肩を強打して脱臼および骨折を負った。

65 80209

100

～

299

5
18～

19

清掃を担当していた際、ゴミ箱灰皿の清掃移動中、トイレ前を歩行して

いたところ（両手に汚水バケツを持つ）、足元がもつれて躓き、前方へ

顔、肩から転倒し、両肩骨折、顔面打撲を負った。

61 150101

100

～

299

体調不良で早退すると報告を受け、本人が現場を後にし帰宅前に女子ト 500



5 2～3 イレへ行ったところ、目眩がしてそのまま意識を失い、転倒した時に左

太股を強打して骨折した。

68 10109 ～

999

6
17～

18

仕事が終わり、階段下を歩いて固定されている暖簾に、ふらついたため

に右足を引っ掛けて転んだ。 その際に両膝と右手をついた。 急いで立ち

上がり、階段を上りきったところで目の前が暗くなり、意識が無くなっ

て救急車にて搬送された。 医師の診断は右手骨折で、意識が無くなった

のは水分不足によるものとのことである。 約1ヶ月半、就労不能とな

る。

68 140101

300

～

499

6
10～

11

充填作業を2名で行っていたが、一方の作業者がパレットに石油缶を積み

付け、その後PPバンドにて結束を行っていた。 PPバンドの結束は、石油

缶の1段目をしゃがんだ姿勢で力を入れるため、足を伸ばして踏ん張った

状態で行っていて、後ろを通行した際に伸ばしていた足に躓き転倒し

た。 その際に、近くにあったプラスチック製のコンテナボックスに頭部

をぶつけた。

58 10808

100

～

299

6
17～

18

旧館2階の下り傾斜になっている連絡通路にて、除塵作業を行っていた

際、勢いがついてしまったため転倒し、骨折した。
52 150101

50～

99

6
15～

16

研修施設の体育館でダンスをしている際に、木の床の上で足を滑らせ

て、踏ん張った時に転んでしまった。 その際に左足の膝に違和感を感じ

た。 その後すぐに病院へ行き、診察の結果、左膝外側靱帯損傷であっ

た。

46 120109

100

～

299

6
15～

16

労働者の所属事業場にて、レジ業務に従事中、お客様のカートのカゴを

レジ台に載せてレジに戻る際、背中合わせでレジ業務を行っていたス

タッフの足に右足が引っ掛かり転倒した。

48 80209
10～

29

6 7～8

体調不良の中で勤務を行っていたが、体調が悪化したため、休憩をする

よう指示していた。 その際にトイレ休憩を行ったが、戻ってくる際にめ

まいを起こし、洗浄室を歩行中に転倒し、右足首を骨折した。

61 140201
50～

99

6
9～

10

出張時、宿泊先ホテルの浴室で、入浴後の身支度中に、浴槽よりタオル

を取ろうとしたところ、バランスを崩し転倒し、左上腕部を骨折した。
47 170209

30～

49



6 5～6

病棟外来物品の洗浄後、乾燥機へ搬送する際に躓き、転倒した。 転倒

後、痛みは感じたものの、同日は欠員も多かったため、残業し業務を遂

行していた。 暫くして貧血症状が起き、近くを通りかかったスタッフ

が、顔面蒼白状態の被災者を発見し、直ちに病院内の看護師へ連絡し

た。 その後、同病院の救急外来にて受診し、診察した結果、左上腕の骨

折と判明し、手術が必要と告げられる。

49 170209
10～

29

6 8～9
工場内で製品の引っ掛け作業を始める前に、トイレに行こうと歩いてい

たら、濡れていたコンクリートの床で足を滑らせ、転んで負傷した。
41 11209

10～

29

6 8～9
更衣室の下駄箱前で靴を履き替える時、バランスを崩し、右手に傘を

持ったまま転倒し、右手首を骨折した。
59 80201

500

～

999

6
9～

10

引越作業中、荷物を取りに行く時に雨で滑り、背中と足を打った。 その

時は背中の方が痛く、足は大丈夫かと思っていたが、痛みが治まらなく

なった。

23 40301
30～

49

6
15～

16

作業場で商品の梱包作業中、オリコン（折り畳みコンテナ）を広げて振

り返った際、バランスを崩し左手をオリコン内について転倒した。 作業

を継続しようとしたが、違和感があり、次第に力が入らなくなっていっ

た。

52 80401

100

～

299

6
14～

15

お客様宅で雑巾掛けをしている最中、バランスを崩し倒れそうになり、

右手の手の平を床に打ちつけ負傷した。
39 130201

30～

49

6
12～

13

デイホール東側静養室前において、利用者様をトイレ誘導している時、

職員は右側に付き添っていた。 利用者様が右側の静養室に入ろうと急な

行動をとり、職員が利用者様と入り口に挟まれるようになり転倒した。

倒れた職員と共に利用者様もゆっくりと転倒され、職員が下敷きになっ

た。 急な方向転換に跳ね飛ばされ、右腕が違う角度のまま転倒し、骨折

した。

60 130201
50～

99

厨房にて老健（併設）の配膳車に盛り付けた小鉢を差しこむ作業をして



7 15~16
いた時、配膳車下段に差しこもうと一度しゃがみ、片手にトレイを持っ

たまま立ち上がろうとして、バランスを崩して転倒、身体を支えられず

に手首を捻挫してしまった。

53 10109
10～

29

7 16~17

事務室内で、電話を受けたところ、外出中の所長宛てであったため伝言

をメモし、そのメモを物が置いてある位置から所長の机上にある印鑑

ケースに貼りつけようとした際、体を伸ばすような体勢になってしまい

バランスを崩して半回転して右側から転倒した。

60 130201 1～9

7 12~13

自転車にて集金業務のため上り坂を自転車で走行中、前方から蜂が飛ん

で来たので避けようとした際転倒、その時左足関節部位を路面に打ち付

け負傷した。

54 80205
50～

99

7 11~12

3歳児保育室で園児用テーブルの上に上り、壁面の製作物をはずし終わ

り、テーブルから降りようと、右足を床についた時に、くつ下を履いて

いたため、床面で滑り、バランスを崩して、尻餅をついた。 尾?骨を打っ

て尾骨骨折する。

30 120109
30～

49

7 1~2

作業終了後、基地内に戻りヤード内車庫入れ時標識車を後進誘導してい

た。 その際バランスを崩し後方に倒れた。 その際、左手をつき受傷し

た。

64 170201

300

～

499

7 13~14

建物玄関前（外）立哨中、気分が悪くなり、同僚警備に連絡。 同僚警備

員が駆け付けた時には昏倒していた。 当時は晴天で気温は30度を超えて

いた。

59 170201

300

～

499

7 1~2
勤務を終え（社内の）ロッカー室で着がえるために立ち上がった際にバ

ランスを崩して転倒し、右足をひねったものである。
42 170201

10～

29

7 10~11

夜勤を終え帰ろうとした職員Aに対し、被災者が介護記録を書いてから帰

る様指示したが書かずに敷地内の駐車場に向かったため、追いかけて行

き、Aが車に乗ってドアを開けている状態で話をしていたところ、ドアを

閉めて車を出すのにじゃまであった被災者をAが押したためひっくり返

り、首のあたりを負傷する。 受傷後勤務していたが、だんだんと、首か

ら、腕にかけての痛みとしびれ、痛みによる不眠を、訴える様になり後

42 130201
10～

29



日休業する事となった。

7 16~17

食料工場において屋外から屋内に冷凍された原料を送り流す作業を行っ

ている際に空になった袋から空気を抜き圧縮しようとした際にバランス

をくずし鉄製のカゴの角に左側の脇腹を打ち痛みがある。

62 170101
30～

49

7 7~8
工場内の更衣室で作業服のズボンをはこうとして滑り、前のめりに倒れ

その時に左ヒザに体重がかかり負傷した。
54 10109

300

～

499

7 9~10

当苑内にあるショートステイをご利用の利用者様にあいさつをしている

時に、後をふりむいた際に転倒してしまった。 その際に左腕のひじを強

打し左尺骨を骨折となった。

32 130201

100

～

299

7 15~16

バックヤードの共用冷凍庫内に冷凍食品を取りに行った際、足を滑らせ

転倒。 その際、床に手をついてしまい病院で治療を受けた。 右手首の骨

にヒビが入る怪我を負った。

64 80209
50～

99

7 17~18

夜勤出勤後施設2F廊下をおむつ交換を行いに小走りで居室に移動中、足

がついていかずその拍子に右膝から右手、頭からと転倒し、右手の中

指、薬指を負傷したもの。

56 130201
50～

99

7 10~11
デイサービスのフロアー内で利用者のお茶の準備をしようとキッチンに

向かい、小走りした時に床につまずき転倒し頸椎を痛めた。
67 130201

30～

49

7 16~17

事務所L-2レーンにて、ETC機器が制御不能となったためレーン閉鎖しよ

うと手動遮断機を操作中、落雷に驚きレーン上に転倒し、左足等を負傷

したものである。

56 170209
10～

29

7 11~12

加工場の共同加工台で鰹のハランボを並び終え、場所を移動している時

に、加工台の足に自分の右足をひっかけ、バランスを崩し左足から横向

きに転んだ。 その時に左股関節あたりをついた感じになり、痛くてしば

らく動けなくなった。

66 10102 1～9

7 12~13
教室内で夏休みのお昼寝前の掃除道具を取りに行こうとした時、子供の

足にひっかかり転倒した。
56 130201 1～9



7 8～9

利用者へのモーニングケア、朝食提供等、デイサービスへの送り出しを

行う為利用者宅へ訪問。 着替え介助の為利用者を座らせその前に立ち介

助を行った後、後方に移動した際に転倒。 その際、後方に尻もちをつく

形で倒れ近くにあったテーブルの角に頭部をぶつけ、右手を床に付き体

を支えようとして負傷した。

54 130201
10～

29

7
23～

24

充填豆腐帯掛け包装ラインにて検品作業中、突然耳が遠くなり、意識を

なくし転倒した。 従業員に介抱され意識はすぐに戻ったが、転倒した際

に左手首を床につき骨折したと思われる。

55 10109
50～

99

7
17～

18

勤務地である養護老人ホーム2Fフロア廊下にて、探し物をしながら小走

りで移動中に、足がもつれ転倒し、左膝と右手首踝部、右肩を床面に強

打した。 翌日に通院し検査したところ、左膝蓋骨にひびが見られ、右手

首は捻挫と診断される。

61 130201

100

～

299

7
14～

15

ハウス内の清掃を行い、ゴミを捨てる際にバランスを崩し転倒した。 病

院での検査の結果、右鎖骨骨折により全治2週間と診断された。
57 170209

7
10～

11

オフィスエリア内で、ドアの取っ手を拭き掃除し終わったあと、左側に

振り返る際にバランスを崩し転倒した。 元々、左足が上がりづらい等の

症状があり、特に周囲に物はなく、不安全ではなかったが左大腿骨を骨

折した。

64 170209 ―

7
9～

10

トンネル工事にて測量の作業中に、屈んだ姿勢から立ち上がり上空を見

た瞬間、一時的に立ちくらみの状態で意識を消失し、転倒した。 その

際、作業場の地面に左側をぶつけて左上腕骨を骨折した。

61 170209
10～

29

7
9～

10

園内トイレ清掃中、しゃがんで雑巾をバケツ洗浄し立ち上がった際、立

ちくらみを起こして転倒した（床面はバリアフリー）。 その際、コンク

リート製の壁に頭部をぶつけ出血し、起き上がれなかったため救急車を

要請し、病院に搬送された。 レントゲン検査の結果、頭部は裂傷のみ

で、左部肋骨骨折、骨盤骨折と診断された。

76 150101
50～

99

7
14～

15

プラズマ切断機の掃除が終わり、台の上に立ったとき、立ちくらみを起

こして転び、右足を挫いた（高さ1m前後）。
48 11209

10～

29



7
12～

13

食堂にて、利用者と一緒にテレビの画面に合わせて体操をしていたと

き、利用者に気を取られて、自分の左足が右足に引っ掛かり、左手と左

尻を強く打ち転倒した。 右手首と鼠けい部に痛みがあり、時間の経過と

共に激痛になっていった。

67 130201
10～

29

7 3～4

朝刊配達のため、バイクを降りてポストに新聞を入れ戻ろうとしたと

き、薄暗かったため地面の車止めに気づかず、躓いて転倒したときに手

をつき、右手首を負傷した。

60 80205
30～

49

7
18～

19

業務中にトイレへ行き用を足したあと、トイレを出ようとしたときに

誤って携帯電話を落とし、拾おうとした際に躓き、右足の甲を負傷し

た。

56 140101
30～

49

7
10～

11

入浴介助で、入浴日に当たる利用者を誘導するため、居室に伺ったが断

わられた。 その後、別の階の入浴者に声かけするため移動していた際、

当日は早出の仕事であり、メンバー次第で就労時間を大幅に超えてしま

うため、時間内に終わらせなければと心理的に焦り、2階エレベーター近

くの廊下は広く何もない状態だったが、エレベーターまで早足で向かっ

ていたところ、廊下で躓いた。 手すりに届かない場所だったため転倒

し、右膝を強打した。

54 130201
30～

49

7
10～

11

施設内の1階玄関エレベーターエントランスにて、利用者の送迎待機で

立っていた被災者が、デイルーム側に体を右回りに変更した。 その際に

ちょうど、廊下に設置されたタイムレコーダーを打刻するためにデイ

ルーム通路から玄関エレベーターエントランスに曲がってきた厨房職員

と左肩が接触した。 被災者は、1～2歩後ずさりして尻もちをついた際

に、床に左後頭部や左肘を打ちつけ、脳震盪を起こした。

60 130201
50～

99

7
17～

18

引越作業中、家財の搬入をしていた際、トラックの荷台から降りたとき

に足を痛めた。 なお、その際に家財は持っていなかった。
46 40301

10～

29

7
10～

11

売場にて、改装のためテーブル什器（縦90㎝×横150㎝×高さ60㎝、重

さ20㎏）を2人で運んでいた際に、足がもつれて躓き、転倒した際に右手 56 80201

500

～



を床につき、右肘を脱臼・骨折した。 999

7
16～

17

場外駐車場において室内カメラ取付作業時に、作業体勢不安定により、

足掛け部から右最前部座席肘掛け部に転倒し、左肺部をぶつけ、左肋骨6

番目を骨折した。

69 11701
50～

99

7
15～

16

利用者宅への訪問が終わり、渡船場へ向かうため、アスファルト道路を

自転車にて通行を開始した。 自転車を運転中に一瞬意識が遠のき、左側

へ転倒し、左膝を打った。

50 130201

100

～

299

7 5～6

4階病棟のナースステーションで、足を組んで椅子に座っていた。 巡視

のために椅子から立ち上ろうとしたとき、足の感覚が無く、バランスを

崩して転倒した。 その際に右足を強く捻り、痛みと腫れがあったため受

診した。

35 130101

100

～

299

7
16～

17

浴室にて利用者をシャワーチェアから車椅子へ移乗しようと抱えたと

き、車が滑り、利用者と共に転倒した。 その際に尻もちをつき、利用者

の足が自分の足の上へのった。 また、尻もちの衝撃により、股関節と腰

を痛めた。

32 130201

100

～

299

7
15～

16

入居者の入浴後、居室へ誘導し、車椅子からベット移乗する時に、介護

職員の足元が不安定になり、入居者と共に転倒した。 転倒時、介護職員

の体重が左前腕にかかり、車椅子のフットレストのボルトが左前腕に刺

さり、救急車で搬送された。

39 130201
10～

29

9
11～

12

当施設の3階のご利用者の医療処置後、職員階段を通って2階医務室へ戻

る際、2階の踊り場から2階フロアに出ようとしたところ、床に右足のサ

ンダルが突っかかり左手に注射器を持っていたため、受け身ができず、

そのまま2階フロアに出る扉に額を強打、右膝から着地し右脚を負傷。

右脚スネの外側に強い痛みが走り直ちに病院に直行。

53 130201
50～

99

9 1～2
夜間勤務時、NSコールがあり、向かってる際、右足の力が抜けて右膝を

床に付けて転倒した。
30 130201

50～

99

勤務先の保育室でリズム遊びをしていた時、子供が数人傍を走って来た



9
18～

19

のでよけようとした所、バランスを崩し左腕を床につき後ろに転んだ。

自分の体重を支えきれず、左腕を負傷、みるみると左腕が腫れた為、勤

務中に受診し、骨折悲観血的整復術四肢ギプスシーネの処置をした。

55 130201
10～

29

9
9～

10

工場に出勤し、私服から作業服に着替えるため、2Fの更衣室に入室する

直線の廊下で足がもつれ床に顔面から転倒し、右頬骨を骨折した。
62 10101

100

～

299

9
14～

15

食堂で水分補給時間帯に、利用者5～6名とスタッフ3名、レクボラ講師1

名と水分を摂っていた。 すでに水分を摂り終わった利用者の前で並んで

立っていた際、ふいに利用者が向きを変えその瞬間、バランスを崩し転

倒した。

62 130201
10～

29

9
11～

12

訪問入浴介護サービスにおける契約説明に同行した際、お客様宅のリビ

ングにて、説明終了後、足が痺れていたため手を使い正座の姿勢から立

ち上がろうとしたところ、バランスを崩し前方に転倒、足を負傷（靭帯

内側外側断裂）。

23 130309 1～9

9
11～

12

事務所入口から建物に入ろうとした際、スズメバチが被災者の上着にと

まり、それに気づき慌てて追い払おうとしてよろけて転倒し、アスファ

ルトに手をついた際に被災したもの。 これによる治療のために手術が複

数回を要し、初回手術時および次回合わせて4日以上の休業を見込む。

47 80109

100

～

299

9
10～

11

トラックから荷物を持ち配達先に向かう際に、足がもつれて転倒したも

の。 転倒する時に顔面を強打してしまい、打撲したものである。
59 40301

100

～

299

9
18～

19

作業終了後、帰宅する為、荷物（ヘルメット）をロッカーにしまいに行

く際に転倒し肩を骨折した。
43 150102

30～

49

9
16～

17

避難訓練中事故、子ども（2才児）の手を引き移動中、反対側から別職員

が子どもの手を引いたところ、バランスを崩し転倒した。 左腕から転倒

した為左肩を強打する、病院受診後、左肩の骨折と診断を受ける。

70 130201
30～

49

11～ ごみ処理室にてごみの分別をしていた際、空きビンの入った折り畳みコ
300



9
12 ンテナを運ぼうとし、バランスを崩して転倒した。

68 150101 ～

499

9
15～

16

調理室内にて、座った状態から立ち上がった時転倒し、左足の甲の骨を

骨折した。
48 80209

50～

99

9
12～

13

1時間ほど正座していたため足が痺れて感覚がなく、玄関で靴をはこうと

したところバランスを崩し、右足首を捻って転倒した。 右足首捻挫、右

足小指からかかとの間にある骨にヒビが入った。

30 90103

500

～

999

9
23～

24

警備業務において、モニター監視中に、地下駐車場出入口スロープ付近

でスケートボードをする2名を確認し、現場に向かい注意したところ、

持っていたビデオカメラで撮影されたため追跡した。 その際に足がもつ

れて肩から転倒し、右上腕骨近位骨折となった。

55 170201

500

～

999

9
18～

19

離設願望が強く再三外へ出て行ってしまう入居者を止めようと説得して

いたところ急に左膝をけられ、腹部にパンチされたので両手をつかみ制

止しようとしているうちに入居者が転倒したが両手をつかんだままだっ

たために同時に倒れてしまい、左膝と首を痛めた。

49 130201
10～

29

9
11～

12

仮眠室で休息を取ったあと、トイレで排尿した際、突然意識を失い床に

倒れ、その際の衝撃で右手親指と前歯3本を負傷したもの。 なお、倒れ

た際の記憶がないため、負傷部位をどこに打ち付けたかは不明である。

39 40202

100

～

299

9
10～

11

小学校特別支援学級教室のオープンスペースで、椅子に座って、休み時

間の児童の見守り業務をしている時、特別支援学級在籍児童に座ろうと

した椅子を後ろに引かれて、後ろに倒れ、腰・肩・首・右肘を強打し

た。

57 120109 1～9

9
12～

13

入浴介助後、脱衣場から廊下に出た所で足をすべらせて転倒し、尻もち

をついた。 両手に介護用品を持っており、受け身がとれず仙骨と骨折し

た。

29 130201
50～

99

9 8～9

始業時の全体朝礼を、工場第1棟2Fの通路で行っていた際、長時間起立

（15分程度）状態にあって、本人が生理中でもあったためか、貧血状態
19 10104

50～



で意識がうすれ、直立のまま前方に受け身をとらない形で倒れ、床面に

顔面を強打、顎の骨折、前歯1本を折ったものである。

99

9 0～1

派遣先工場内にて、部品の空箱（1箱）をゴミ箱まで捨てに行く際、小走

りで向かった。 ゴミ箱直前で停止する事ができず右足首をひねり、右側

へ転倒した。

33 170101

100

～

299

9 7～8

被災者が夜勤業務を終えた後、工場内で休息していた、期間中に実施し

ていた定期健康診断を受診するため、1F廊下を食堂から会議室へ移動し

ていたところ、男子トイレから出てきた従業員と衝突し、尻餅をつくよ

うな形で転倒した際、腰部を痛めた。

57 10109

500

～

999

9
16～

17

夕刊配達中、走行して来た車に気を取られ道路段差につまずき転倒し、

顔・左胸を強打し骨折したものである。
80 80205 1～9

9
14～

15

女子ロッカーで勤務終了後、制服から私服に着替えていた際、右足をズ

ボンに入れようとしたところバランスを崩して転倒し、床に手をついて

左手首を骨折した。

66 80201

300

～

499

9
10～

11

クレーン解体の為後退中、車体が右側に傾き、転倒する、その際、体を

打ちつけ骨折など負傷する。
65 10104 1～9

10
12～

13

被災者は蒸しパン包装場での蒸しパン包装作業に従事していた。 担当し

ていた作業は包装機に製品を流し入れる作業者に対し、ラックから蒸し

網ごと作業台に製品を補充する役割であった。 その作業中、次の蒸し網

をラックから取り出そうと体を横に向けたところ、体のバランスを崩し

て床に転倒しそうになり、咄嗟に左手を床に着いて手首部分を負傷した

ものである。

56 10104

100

～

299

10
11～

12

体育館で園児と鼓笛の練習中、後向きに後退した際、足が引っ掛かり転

倒した時に、右手首を痛めた。
47 120109

10～

29

10
11～

12

水産作業場内製氷機前で、商品の刺身用のトレーを製氷機の棚から取ろ

うと前屈みになった際、眩暈がして倒れその際に右膝を打ち負傷したも

の。

57 80209
50～

99



10
16～

17

お客様宅入口にあるポストに郵便物を投函し、バイクに乗車した。 置き

石の横で方向転換をしようとしたところ、ぬかるみで後輪がスリップ

し、左側へ転倒した。 その際、車体と地面に足が挟まり動けずにいた

が、住人の助けを受けて脱出できた。 早くバイクを起こさなくてはと思

いながらバイクを起こし始めたところ、ぬかるみに足を取られ転倒した

際にブロックに腰を強打し負傷した。

54 110101

300

～

499

10
11～

12

業務センター事務所内で搬送作業の集計中に他の人の足に引っ掛かって

転倒。
59 170201

30～

49

10
11～

12

会社行事の運動会を中学校の校庭で開催中にリレーで走っていたとこ

ろ、左肩側から落ちるように転倒し、左鎖骨を折った。
45 140101

300

～

499

10
16～

17

絨毯を敷いている場所に座っていたお客様を床から車椅子への移乗介助

を行うため、靴を脱ぎお客様の背中側に回り、背中側からお客様の両脇

より手を差し込み介助をしようとしたが右足が滑り、お客様の右肩越し

に前方へ転倒。 その際に、移乗するためにセットしてあった車椅子の

フットレストへ右目周辺を打ち付け、負傷した。

64 130201
30～

49

10 4～5

製作所において警備業務中防災センター前で隊長が足元がおぼつかず、

床に倒れ込んだため、直ぐに駆け寄り、声を掛けたが、話すことが出来

ない状態であり、体が痙攣した。

64 170201

500

～

999

10
12～

13

クリーニング受付店舗内で、お客様が来店したため、椅子から立ちあが

ろうとしたところ、バランスを崩して転倒。 その際に右手をつき手首を

痛めたもの。

69 11703

100

～

299

10
15～

16

休憩室を出ようと床に段差を降りた際、右足を床についたらまだ痺れが

残っていて姿勢が乱れ、続いて左足を床についたとき左足首を捻る形に

なってしまい段差を降りた勢いのまま前に転倒、この際左足首を負傷し

た。

47 10104
10～

29

10
17～ 会議終了後、会議室出入口付近で、貧血により足を滑らせて頭部・臀

58 110101

100

～



18 部・大腿部を打撲した。
299

10
15～

16

訪問サービスでベッドメーキング時、慌ててしまい、転倒。 右足薬指と

小指にヒビが入った。
61 130109

10～

29

10
15～

16

工場内で荷物を両手で抱え運ぶ作業中、段差に足を取られ左足首を捻っ

て転倒し、負傷した。
61 11301 1～9

10 8～9

清掃業務で、南側3階エレベーターホール等の清掃後に最終確認のために

移動中に急ぎ足で走っていたら足がもつれて転倒。右外傷性膝内障およ

び、右膝蓋骨を痛めた。

58 150101
10～

29

10
10～

11

高校にて健診従事中、立ち上がろうとした際、意識消失し頭からうつぶ

せの状態で転倒した。 （入院中）
49 130109

100

～

299

10
15～

16

急きょ退所が決まった利用者が荷物を忘れて帰宅されたため、御家族様

に連絡したところ、すぐに取りに来られた。 急いで相談員室に荷物をと

りに向かったが、あせって左足の踵に右足のつま先がひっかかり体勢を

崩した。 転倒を防ごうと咄嗟に右手を床についたが支えきれず転倒し

た。 右手首外側に激しい痛みがあったため氷で冷やした。

56 130109
50～

99

11
17～

18

リフター間にて、通常歩行時、足を滑らせ転倒した。 尻餅をつく形で後

方に転倒したが、転倒した際に右手首を捻り、そのまま作業を続けた

が、時間が経つにつれ痛みが増した。 診断の結果、右手首の捻挫と判明

した。

49 10102

300

～

499

11
14～

15

派遣先事業所構内で、ピッキングした商品をカゴ車へ積み込む作業をし

ていた。 空のカゴ車が必要になり、カゴ車置場へカゴ車（折り畳まれて

いる）を取りに行き、カゴ車1台を引き出した時に、カゴ車がバランスを

崩し手前側に倒れて来た。 咄嗟に後ろに下がったが、間に合わず左足甲

の辺りにカゴ車がぶつかり負傷した。

62 170201

100

～

299

11
16～

当社資材置場において、トラック荷台から溶接機を降ろす際、荷台上で

躓き転倒しコンクリート床へ左手をつき骨折した。 （アングルに躓い 63 110101

100

～



17
た。本来2人作業であるところ、1人で行おうとして発生した。） 299

11
15～

16

ビルの消防訓練時、訓練参加者の避難状況撮影のため正面玄関から建物

裏口へ向かう際に、歩行者と接触しそうになり避けたところ足が滑り転

倒した。 その際右肩から着地し痛みを感じ病院で受診した。

52 150101

100

～

299

11
16～

17

外遊びで子ども達と鬼ごっこ中、鬼から逃げようとして、体のバランス

を崩し尻もちをついた際、お尻よりも先に左手が地面に強く着いてし

まった。 手首の腫れがひどかったので、勤務を切り上げて近くの病院で

診てもらうと、骨折と診断された。

61 170209
10～

29

11
17～

18

自社工場内で食品を冷凍板に並べる作業中に気分が悪くなり、目眩がし

た。 作業を中止し、壁にもたれ掛かっていたところ意識が遠のき床に倒

れ、その際に左頭部を打った。

44 10109

100

～

299

11
15～

16

厨房から洗い場奥の通路上に置いてある宴会用のおひつを取りに行こう

とした時、通路の床が濡れていたため滑って転倒し、左手を強くつき左

手首を骨折した。

63 130301
50～

99

11
10～

11

施設建物の入口玄関ドアにおいて、玄関ドアのサッシを拭いている時に

足を捻って転び、立ち上がってサッシを再び拭こうとしたところ、痛み

が走りしゃがみ込んでしまい、立ち上がることが出来なくなり、右足首

を骨折していた。

50 130201
30～

49

11
10～

11

介護職員利用者の入浴後の整容を担当していた。 入浴誘導介助を行って

いた介護職員（被災者）の声がしたので確認すると、フロアで被災者が

利用者と二人で座り込んでいる姿を発見する。 被災者を抱え起こそうと

すると、強い痛みの訴えがあり、受診をすると第二腰椎圧迫骨折と診断

され入院となる。

77 130201
30～

49

11
17～

18

盛り付けトレーを落とし拾う為、屈んだ際バランスを崩し後ろに転倒し

かけ、左腕で体を支えた為、肩、腕を打撲した。
55 10109

50～

99

11 8～9

自宅から自転車で出勤し、会社到着。 指定番場所に駐輪後、徒歩で介護

利用者マンション玄関に少し小走りで道路を移動中に、足がもつれ転倒 65 130201
10～



し、右手、右膝を道路についた。
29

11
13～

14

施設内2階居室前廊下で施設児童と園内清掃をしている時、濡れて滑り易

くなった廊下で雑巾掛けをしている児童とぶつかりそうになり、バラン

スを崩し転倒する。 その際、左手を支えにし骨折した。

74 130201
30～

49

11 8～9

レジ業務をする為に、No.2レジカウンターに行こうとして、No.1レジカ

ウンターの後側を通る時に、接客していた同僚の足にかかり転倒して、

右肩を強打する。

62 80209
10～

29

12 8~9

病院正面玄関前にてタクシーを下車し、徒歩で病棟回診に向かう途中、

数歩歩いたところで、ふらついて尻もちをついた。 すぐに整形外科で診

察を受けたところ、左橈骨遠位端骨折と仙骨骨折と診断された。

63 120109

1000

～

9999

12 10~11

デイサービス利用者を出入り口から2階に誘導していた。 右手で杖歩行

している利用者の左腕と自分の右腕で腕組みをしながら支え誘導してい

たところ、利用者がバランスを崩し右側に倒れそうになった。 咄嗟に支

えようとして左側に引き寄せたところ、バランスを崩し、利用者ごと左

側に横転し、利用者が職員の上に覆いかぶさった状態で左半身を床にぶ

つけた（特に左肩・左足首）。 すぐに他の職員が駆けつけ、所属長に報

告後、病院に搬送された。

46 130201

100

～

299

12 16~17 お客様宅を訪問後、玄関から外に出た際に転倒し、骨折した。 51 90103
30～

49

12 11~12

スキー場コース内において、キッズ（4歳～6歳）レッスンの中級クラス

のレッスン中、生徒を誘導しようとした時、スキー操作を誤り左足が雪

にとられてしまい、開脚状態になった為転倒し負傷したものである。

42 120109
50～

99

12 11~12
歩道でチラシ配布中、体調が悪くなり徒歩にて移動中、腹痛が酷く意識

を失い道路に転倒し、頭部を打ち受傷した。
38 140201

10～

29

多床室にてリネン交換中に、シーツを交換した後に包布に布団を入れて

いたところ、体勢を崩してベッドフレームに右脇を強打し、その勢いで

右肩を打った。 何故体勢を崩したかははっきりせず、その場に他の職員
100



12 11~12
は誰もいなかった。 しばらくしてから痛みがあり、他の職員に伝えると

早退するように促されるが、大丈夫だろうと考え、湿布を貼り業務を続

け、翌日に受診し休業に入った。

52 130201 ～

299

12 10~11

水産包装値付4号機にて盛付コンベア付近を歩いて移動していたところ、

前方にいた従業員の足と接触し、前のめりに転倒してしまい胸部を強打

し打撲した。

57 10109

300

～

499

12 18~19
食品製造工場内で食材冷蔵庫の肉を餃子加工ラインに2人でカートを手押

しで搬送中に冷蔵庫内で足がすべり、腰から床に転倒して負傷した。
32 170101

100

～

299

12 15~16

清掃現場であるマンションでエントランス横の庭の掃き掃除をしていた

際、障害物等が何もない通路でいきなり勢いよく転倒してしまった。 そ

の際、足の付け根を強打し、大腿骨を骨折した。

72 150101

1000

～

9999

12 13~14

車椅子トイレから歩行にて帰室する患者の左側からズボンに手を添え、

付き添っていたところ、患者の左足が脱力し、倒れそうになった。 転倒

を防ぐため、必死に踏ん張ったが、支えきれず、患者の体が自身に覆い

かぶさるように転倒し、右足を捻ったまま倒れてしまった。

39 130101

1000

～

9999

12 16~17

会社の体育館にて、バスケットボールで5対5の練習をしていた。 ディ

フェンスをしていて、リバウンドの着地時に相手の足の上に乗り、転倒

した。

23 10899

100

～

299

12 17~18

作業終了後、会社倉庫の整理のため、車から材料の入った段ボール箱

（約300×400×200、約5㎏）を持って歩いていた際、倉庫出入り口付近

で誤って躓き転倒し、その際に右足首を捻った。

51 30301 1～9

12 21~22
夕食を食べたあとに突然倒れ、床（もしくは柱等）で頭部を打撲・裂傷

し、少し出血した。
68 80209 1～9

12 11~12

小学校の体育館で行われた学童クラブのスポーツイベント行事にて、男

性スタッフで行われたプログラム リレー競争で、バトンを受け取った

後、1歩目で右足を痛め、2歩目が出ず転倒した。

51 130201
50～

99



12 8~9
クール仕分け作業を行っていたとき、仕分担当場所に戻ろうとし、別作

業員の作業中の足に引っかかり、転倒した。
54 40301

30～

49

12 15~16
工場内で鋼材を運ぶとき、よそ見をしてしまい、足が絡んで躓き転倒

し、左膝を擦り剥いた。
21 30302

10～

29

12 16~17

事業所に隣接する公園で、子ども達とボール当て鬼ごっこをしていたと

き、被災者がボールを取りに走っていたところ、後ろから子どもに背中

を押されて転倒した。 その際に右肩などを強打し、押されたときに首も

捻ってしまった。

59 130201
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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